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　　和２年７月豪雨による農地・農業用施設の
損害は甚大であり、被災箇所の早期復旧が急務
です。また耕作条件の厳しい中山間地域が多く
存在することや農業従事者の高齢化による減少
により、担い手の確保、農地の集積、省力化や
低コスト化等が課題です。
　　ロナ禍の影響による都市部から農村への田
園回帰の傾向を受け、新規就農者及び担い手の
育成・確保を行っていきます。そのため、県外
での就農相談会への参加など情報発信に努めな
がら、ファーマーズスクール、国や県の支援、
町の就農支援事業を活用し推進します。
　　ークマットを培地として用いた園芸作物栽
培方法は、バークマット栽培推進協議会を中心
に、引き続き栽培方法の確立に向けて実証実験
を進め、取組の総括も行っていきます。

　　重町地域農業サポート協議会を令和２年
11月に発足しました。協議会が将来の地域農
業の受け皿となるように、県や関係団体と協力
しながら組織の充実を図ります。
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　　型コロナウイルス感染症拡大の影響によ
り、町内の観光・商工業は深刻なダメージを受
けています。新しい生活様式の中で感染予防対
策を充実させ、ウィズコロナ、アフターコロナ
を見据えて事業を実施します。
　　重“夢”大吊橋は今年で15周年を迎えま
す。誘客キャンペーンの実施、施設のキャッ
シュレス化等によるサービス充実により利用者
の回復に努めます。
　　５回「山の日」記念全国大会が8月に本町
をメイン会場として開催されます。“山に親し
む機会を得て、山の恩恵に感謝する”大会とな
るよう、町の豊かな自然をPRしていきます。

➡第５回「山の日」記念全国大会（10ページ）

　　工振興は、関係機関と連携して個々の相談
にも応じることができるように「伴走型支援」

を意識しつつ、事業者とのつながりや強固な信
頼関係を構築できるよう事業を実施します。
　　活支援から経済再活性化まで、商品券事業
や誘客キャンペーンなど、時機に応じた支援に
努めます。
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2 観光・商工業振興

●活力あふれる園芸産地整備　　　 2,059万円
●農業次世代人材投資　　　　　　 2,175万円
●ここのえ産材利用住宅建築推進事業　200万円
●原木椎茸生産量維持拡大　　　　　 450万円
●有害鳥獣捕獲報償　　　　　　　 3,321万円
●集落孤立防止・里山整備事業　　 1,287万円

●大吊橋施設整備改修事業　　　　　621万円
●観光情報発信等事業　　　　　　　356万円
●山の日記念大会関連経費　　　　　430万円

15 周年を迎える九重 “夢” 大吊橋

3月に実施されたバークマット実証報告会


